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十
月
一
日
の
秋
季
大
祭
「
み
あ
れ
祭
」
に
先
立
ち
、
沖
津
宮
の

御
神
璽
を
大
島
の
中
津
宮
に
お
迎
え
す
る
「
沖
津
宮
神
迎
へ
神

事
」
が
去
る
九
月
二
十
日
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

当
初
は
九
月
十
二
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
海
上
の
波
高

が
三
2
い
の
大
時
化
と
な
り
沖
ノ
島
渡
島
を
断
念
し
、
翌
週
の
二

十
日
斎
行
と
な
っ
た
。

前
日
の
十
九
日
に
高
向
宮

司
以
下
奉
仕
神
職
三
名
が
大

島
へ
渡
島
、
参
籠
潔
斎
し
翌
朝

午
前
六
時
「
国
家
鎮
護
」
の
大

織
、
紅
白
の
吹
流
し
、
船
首
に

「
波
切
り
御
幣
」
を
つ
け
た
御

座
船
「
伸
洋
丸
」
（
船
長
1
1

宮
本

敏
喜
氏
）
に
、
神
職
以
下
関
係

者
が
乗
船
し
大
島
港
を
出
港

し
た
。

海
上
は
凪
で
あ
っ
た
が
、
に

わ
か
雨
に
あ
い
な
が
ら
も
、
午

J

l

ん
じ

·
神
璽
、

津
宮
内
陣
へ
仮
鎮
座
S

宗

事
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□
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動
物
園
の
人
気
者
で
あ
る
。
我
が
国
で
も

『
日
本
書
紀
』
に
そ
の
存
在
が
記
さ
れ
、
古

名
を
「
き
さ
」
と
呼
ぶ
。
室
町
時
代
に
は
南

蛮
船
で
度
々
渡
来
し
た
が
、
江
戸
時
代
に

鎖
国
と
な
り
只
一
回
吉
宗
公
が
関
心
を
示

さ
れ
象
を
呼
び
寄
せ
た
▼
当
時
の
人
々
の

驚
き
は
大
変
な
も
の
で
時
の
帝
は
、
「
広
南

従
四
位
白
象
」
と
官
位
を
授
け
、
民
衆
は
こ

の
動
物
に
関
心
を
寄
せ
大
流
行
と
な
っ

た
。
『
象
志
』
な
ど
様
々
な
本
の
出
版
、
多
く

浮
世
絵
な
ど
で
今
に
残
る
▼
時
を
経
て
平

成
、
象
を
身
近
に
出
来
る
動
物
園
受
難
の

時
代
が
到
来
し
た
。
少
子
化
に
よ
る
入
園

者
の
減
少
、
自
治
体
の
財
政
難
が
重
な
り

苦
戦
し
て
い
る
。
宗
像
近
郊
の
北
九
州
・
到

津
の
森
、
福
岡
市
両
動
物
園
で
も
有
名
な

旭
山
動
物
園
を
参
考
に
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度

を
作
る
な
ど
、
往
時
か
ら
見
れ
ば
涙
ぐ
ま

し
い
努
力
を
続
け
て
お
ら
れ
る
▼
動
物
園

も
我
が
国
の
法
制
度
の
中
で
は
社
会
教
育

法
・
博
物
館
法
の
枠
で
の
扱
い
だ
。
当
大
社

も
御
神
宝
を
収
蔵
・
展
示
す
る
博
物
館
「
神

宝
館
」
を
持
つ
。
動
物
園
の
受
難
も
決
し
て

他
人
事
で
は
無
い
▼
象
の
生
の
姿
を
日
本

の
子
供
達
が
今
後
も
身
近
に
見
る
事
が
出

来
る
様
願
っ
て
や
ま
な
い
。
そ
れ
は
と
り

も
な
お
さ
ず
我
が
国
の
少
子
化
の
克
服
、

国
力
の
回
復
に
あ
る
。
民
主
党
代
表
選
で

再
選
さ
れ
た
菅
首
相
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

は
非
常
に
重
い
。
（
佐
）

1~3 日 秋季大祭

つきなみ

15 日 月次祭
午前10時～

高宮祭

第二宮・第三宮祭

午前 11 時～

総社祭

豊栄舞奉奏

17日表千家献荼祭

午前11 時～

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束・授与品 フリーダイヤル 0120-075-980
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前
八
時
前
に
無
事
沖
ノ
島
に
到
着

し
た
。
一
同
直
ち
に
海
中
に
て
膜

を
し
、
沖
津
宮
本
殿
で
出
御
祭
が

斎
行
さ
れ
た
。

高
向
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、

御
座
船
奉
仕
者
の
宮
本
氏
、
沖
・
中

両
宮
奉
賛
会
よ
り
河
辺
紘
氏
、
先

月
就
任
さ
れ
た
権
田
仁
八
郎
海
洋

神
事
奉
賛
会
長
、
宗
像
漁
協
大
島

支
所
の
山
口
國
一
理
事
、
大
島
駐

在
所
の
吉
村
賢
二
氏
氏
ら
が
玉
串

を
捧
げ
た
。

そ
し
て
神
職
が
御
神
璽
を
捧
持

一
し
、
御
祓
い
を
し
な
が
ら
参
道
を

―
下
り
御
座
船
に
奉
安
、
一
行
は
再

一
び
大
島
中
津
宮
へ
向
か
っ
た
。

一
正
午
大
島
港
に
到
着
、
陸
上
神

一
幸
し
な
が
ら
、
大
島
駐
在
所
の
吉

一
村
氏
の
先
導
に
よ
り
中
津
宮
迄
御

一
神
幸
、
同
宮
本
殿
で
入
御
祭
が
斎

]
行
さ
れ
、
本
年
度
の
沖
津
宮
神
迎

一
え
神
事
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

一
尚
、
中
津
宮
本
殿
内
陣
に
仮
鎮

一
座
さ
れ
た
沖
津
宮
御
神
璽
は
、
中

一
津
宮
の
御
神
璽
と
共
に
十
月
一
日

一
の
「
み
あ
れ
祭
」
で
海
上
神
幸
さ
れ

＼
る
。
そ
し
て
、
お
迎
え

さ
れ
る
辺
津
宮
御
神

璽
と
年
に
一
度
の
再

会
を
果
た
さ
れ
、
総

社
・
辺
津
宮
内
陣
に
三

宮
の
御
神
璽
が
奉
祀

さ
れ
三
日
間
の
秋
季

大
祭
が
は
じ
ま
る
。

い
て
協
議
が
あ
り
、
今
年

も
七
浦
の
漁
業
者
を
挙

げ
て
奉
仕
頂
き
盛
大
な

八
月
三
十
と
な
り
御
奉
仕
を
頂
い
て
い
る
。
神
事
と
な
る
運
び
と
な
っ
た
。

一
日
、
当
大
今
回
は
今
年
の
秋
季
大
祭
に
ぁ
村
田
繁
美
会
長
に
は
、
平
成

社
斎
館
に
て
た
り
、
海
上
神
幸
（
み
あ
れ
祭
）
・
陸
十
年
御
就
任
よ
り
十
二
年
間
に

海
洋
神
事
奉
上
神
幸
の
打
ち
合
わ
せ
が
主
題
で
亘
り
当
大
社
の
海
洋
諸
神
事
斎

賛
会
秋
季
大
あ
る
が
、
冒
頭
か
ね
て
よ
り
退
任
行
に
御
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
事

祭
打
ち
合
わ
せ
会
が
開
催
さ
れ
を
希
望
さ
れ
て
い
た
村
田
会
長
ょ
を
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

た
。
り
退
任
挨
拶
が
あ
り
、
新
会
長
選
ま
た
権
田
新
会
長
様
に
お
か
れ

同
会
は
宗
像
七
浦
の
漁
協
関
係
任
に
つ
い
て
は
審
議
の
結
果
、
鐘
ま
し
て
は
就
任
を
御
受
諾
を
感

者
・
水
難
救
済
会
の
方
々
よ
り
構
崎
漁
協
の
権
田
仁
八
郎
組
合
長
に
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
御
指
導

成
さ
れ
宮
中
へ
の
若
布
献
上
と
、
就
任
を
頂
い
た
。
賜
わ
り
ま
す
様
何
卒
よ
ろ
し
く

み
あ
れ
祭
の
諸
行
事
を
毎
年
一
丸
引
き
続
き
秋
祭
祭
典
行
事
に
っ
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
像
大
社
菊
花
会
定
例
理
事
会

新
会
長
の
権
田
仁
ハ
郎
氏

]
行
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

」
ま
た
四
十
周
年
記
念
研
修
旅
行
は

十
一
月
一
日
開
幕
の
西
日
本
菊
[
全
国
大
会
（
全
日
本
菊
花
連
盟
主

花
大
会
に
向
け
て
の
最
終
確
認
の
」
催
）
が
開
催
さ
れ
る
兵
庫
県
宝
塚

為
、
九
月
十
二
日
九
州
各
県
・
山
口
i
市
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
多
数
の

よ
り
千
々
和
正
信
会
長
以
下
五
十
i
参
加
が
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

六
名
の
理
事
の
方
々
が
参
集
さ
一
会
議
終
了
後
は
、
一
同
斎
館
で

れ
、
当
大
社
清
明
殿
で
理
事
会
が
一
名
物
の
地
鶏
の
す
き
や
き
を
囲
み

開
催
さ
れ
た
。
：
な
が
ら
、
菊
花
の
生
育
状
況
等
の

本
殿
で
正
式
参
拝
の
後
、
理
事
一
話
題
で
親
睦
を
深
め
た
。

会
は
始
ま
り
第
四
十
回
西
日
本
菊
i
今
夏
は
酷
暑
が
続
き
菊
花
の
成

花
大
会
開
催
の
件
等
報
告
、
各
会
一
長
は
思
わ
し
く
な
い
様
子
で
あ
っ

出
品
申
し
込
み
・
搬
入
・
搬
出
の
件
i
た
が
、
本
年
は
四
十
回
の
節
目
に

等
が
話
し
合
わ
れ
た
。
；
の
た
る
記
念
大
会
で
あ
り
、
会
員

四
十
周
年
記
念
事
業
の
件
で
一
の
皆
様
に
は
多
く
の
菊
花
を
出
品

は
、
特
別
花
壇
作
成
や
記
念
誌
発
]
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。
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t
め
じ
長
ャ
仕

醤
り
、
す
＇
：

t
き
て
t
っ

.
t
t
”
析

の
説
明
が
行
わ
れ
全
て

氏
子
総
会
総
代
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

S

秋
季
大
祭
氏
子
奉
幣
使
は
‘
本
年
の
秋
季
大
祭
氏

一
1

松
井
善
徳
園
会
長
にS
子
奉
幣
使
は
、
慣
例
に
よ

『

九
月
十
凹
日
、
今
年
度
第
二
回
．
り
旧
玄
海
地
区
よ
り
選
出
い
た
だ

目
の
氏
子
会
総
代
総
会
が
、
置
鮎
く
こ
と
と
な
り
、
会
議
後
の
協
議

会
長
以
下
一
〇
八
名
出
席
の
下
清
の
結
果
、
氏
子
会
副
会
長
の
松
井

明
殿
で
開
催
さ
れ
た
0

i
善
徳
氏
に
御
奉
仕
い
た
だ
く
こ
と

神
宮
並
皇
居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
．
と
な
っ
た
。

敬
神
生
活
の
綱
領
を
唱
和
し
、
会
松
井
氏
に
は
奉
仕
の
前
日
に
来

長
・
宮
司
挨
拶
の
後
、
来
賓
挨
拶
と
[
位
ぃ
た
だ
き
ヽ
神
社
の
斎
館
で
参

し
て
福
岡
県
議
会
議
員
阿
部
弘
樹
」
籠
潔
斎
、
祭
式
作
法
の
温
習
を
し

氏
よ
り
挨
拶
を
賜
り
議
事
へ
と
入
i
て
い
た
だ
き
二
日
祭
に
御
奉
仕
い

っ
た
。
一
た
だ
く
。

置
鮎
会
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
i
こ
の
三
日
間
に
亘
る
秋
季
大
祭

議
事
の
審
議
に
入
り
、
事
務
局
よ
時
に
は
、
「
み
あ
れ
祭
」
に
大
島
の

り
秋
季
大
祭
を
中
心
と
し
た
議
案
総
代
さ
ん
が
、
神
輿
が
頓
宮
へ
向

か
う
陸
上
神
幸
で
は
神
湊
の

総
代
さ
ん
、
大
祭
二
日
目
早

朝
の
流
鏑
馬
神
事
で
は
田
島

の
総
代
さ
ん
、
さ
ら
に
本
殿

で
は
各
地
区
選
出
の
役
員
・

評
議
員
の
皆
様
に
、
大
祭
受

付
や
氏
子
会
費
の
受
付
を
御

奉
仕
い
た
だ
く
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
氏
子
会
組
織
挙
げ

て
斎
行
さ
れ
る
。

本
年
は
金
・
土
・
日
曜
日
と

週
末
の
斎
行
と
な
っ
て
お

り
、
多
く
の
皆
様
の
こ
参
拝

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

ー
学
芸
員
実
習
開
催

去
る
八
月
十
六
日
ー
ニ
十
六
日
・
実
習
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら

に
か
け
て
当
大
社
で
は
学
芸
員
実
．
専
門
的
、
実
務
的
事
項
を
学
ん
で
い

習
が
行
わ
れ
た
。
本
実
習
は
、
大
学
で
一
く
。
実
習
前
半
は
講
義
、
後
半
は
実
務

学
芸
員
資
格
取
得
を
志
し
博
物
館
~
が
中
心
と
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が

学
芸
員
課
程
を
履
修
し
て
い
る
学
]
組
ま
れ
た
。
具
体
的
に
は
、
神
道
と
は

生
を
対
象
に
当
大
社
文
化
財
管
理
何
か
を
説
い
て
い
く
講
話
（
堤
文
化

事
務
局
が
毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
]
財
管
理
事
務
局
長
）
、
沖
ノ
島
祭
祀
の

し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
今
年
は
、
県
様
子
と
宗
像
一
族
の
動
向
に
せ
ま

内
外
の
大
学
生
九
名
が
受
講
し
た
。
●
る
考
古
学
講
義
（
松
本
肇
氏
）
、
当
大

実
習
は
、
当
大
社
職
員
と
と
も
に
朝
i
社
の
繁
栄
を
述
べ
た
中
世
文
書
か

拝
へ
参
列
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
ら
古
文
書
の
碁
礎
を
学
ぶ
講
義
（
河

る
。
学
生
は
毎
朝
、
心
身
を
清
ら
か
に
窪
学
芸
員
）
、
絵
馬
の
歴
史
を
説
く
民

し
、
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
実
習
に
i
俗
学
講
義
（
楠
本
正
氏
）
、
漂
着
物
学

向
か
っ
た
。
一
及
び
市
民
と
の
相
互
理
解
相
互
協

_
|
;
•
¢
.
-
7
血
ヵ
に
よ
る
博
物
館
連
営
の
あ
り
方

主
喜
叫
犀
印
[

9
c
v：
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満表義財の面あ 行並習行め取た示プ稿肇れか学
ち情をの折持つ神つびを政にりま゜作シ作氏＾ヽたは理研々ちてをたに受にぶ組た業ョ成て闘喜腐
も実解究でで学祭°芦けつ腐み、董ン祠繋宣実雙

竺-----:[ i : ; ; : ] : ; [ : ] : [ ] I::9 曇喜 99 、めで の立講に解活旦ル頁〗拓て芸
喜： 95 塁査；しよ） ；口万、喜； ；虚冒畠悶 鷹旦り点畠嬰麿篇； ：゜喜悶息
を誕か実さいい芸；充に、状り、と張実 見釜実文め継食作ホヨ竺のど
期生ら習芦よう員。実そと文実し習 学の務化る承口とキン松手の
待す学のち強志に学にの意化務たと も里実財たのつ展ヤ原本入ほ
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,
1
,
,
9
9
,
.
’
9
.
1
・
q

沖
ノ
島
に
生
息
す
る
哺
乳
類

鹿
児
島
国
際
大
学
国
際
文
化
学
部

生
物
学
研
究
室
教
授

化
し
た
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
の
活
一

発
な
動
き
で
、
シ
ャ
ー
マ
ン
ト
ラ
一

ツ
。
フ
は
蹴
散
ら
か
さ
れ
、
ピ
ッ
ト
一

ト
ラ
ッ
。
フ
に
は
落
葉
が
入
り
込
ん
一

で
し
ま
い
、
ま
た
仕
掛
け
た
餌
に
i

ア
リ
が
す
ぐ
に
集
ま
っ
て
し
ま
っ
i

]
類
に
関
し
て
は
、
1
9
5
5

年
6

一
置
し
て
捕
獲
が
試
み
ら
て
、
捕
獲
は
失
敗
に
終
り
ま
し
た
。
一

月
に
捕
獲
さ
れ
た
ジ
ネ
ズ
ミ
に
つ
れ
、
捕
獲
さ
れ
た
す
べ
て
そ
れ
に
し
て
も
、
腐
植
土
層
は
貧

一
い
て
、
オ
キ
ノ
シ
マ
コ
ジ
ネ
ズ
ミ
」
が
ク
マ
ネ
ズ
ミ
で
し
た
。
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
ニ
ホ
ン
ジ
ネ
一

沖
ノ
島
は
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
孤
：
と
し
て
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
最
近
：
本
種
が
全
島
に
広
く
分
布
し
て
い
]
人
ミ
の
生
息
環
境
が
劣
化
し
、
個
i

島
で
あ
り
、
生
物
地
理
学
的
に
も
i
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
ネ
ズ
ミ
と
し
て
て
オ
オ
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
と
共
生
し
一
体
数
が
極
め
て
少
な
く
な
っ
た
の
[

興
味
深
い
島
で
す
。
今
回
、
福
岡
県
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

D
N
A

て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
ま
し
た
。
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

希
少
野
生
生
物
調
査
の
一
環
と
し
解
析
に
よ
る
系
統
的
な
再
検
討
が
ー
一
方
、
不
明
の
コ
ウ
モ
リ
類
は
確
羅
歯
類
の
捕
獲
で
は
、
港
付
近

て
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ー
必
要
で
す
0

i
 ~
さ
れ
ず
、
食
肉
頬
は
全
く
生
息
一
で
ハ
ッ
カ
ネ
ズ
ミ

2

頭
、
ク
マ
ネ
—

た
。
沖
ノ
島
の
生
物
相
に
つ
い
て
、
そ
の
後
、

1
9
5
8

年
7

月
に
：
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
マ
ネ
一
ズ
ミ
1

頭
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
3

頭
が
一

こ
れ
ま
で
数
度
の
学
術
調
査
で
報
―
調
査
さ
れ
、
不
明
だ
っ
た
ネ
ズ
ミ
ー
ズ
ミ
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の19

一
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
宗
像
大
~

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
哺
乳
類
に
つ
い
て
広
範
囲
に
ワ
ナ
を
設

8
6

ー

1
9
9
4

年
に
福
岡
県
の
社
沖
津
宮
へ
の
参
道
か
ら
灯
台
に

調
査
に
よ
っ
て
1
9
9
2

ー

1
9
]

向
う
道
沿
い
で
ド
ブ
ネ
ズ
ミ

2

頭
i

9
3

年
を
除
き
毎
年
捕
獲
さ
れ
、
一
が
捕
獲
さ
れ
、
さ
ら
に
は
一
ノ
岳
]
ミ
ズ
ナ
ギ
ド
リ
1

羽
の
死
体
が
発

1
9
9
2

ー

1
9
9
3

年
に
は
ド
i
山
頂
（
標
高
2
4
3

討
）
付
近
の
標
]
見
さ
れ
ま
し
た
。
ノ
ネ
コ
に
つ
い

ブ
ネ
ズ
ミ
も
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
i
高
2
0
0
1
;
で
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
と
思
i
て
は
、
福
岡
県
な
ど
が
1
9
9
1

'
i
わ
れ
る
大
型
の
ネ
ズ
ミ
が
目
撃
さ
一
ー
1
9
9
3

年
と
1
9
9
8

ー

1

ー
F
四
云
愕
祀
g
一
れ
た
こ
と
か
ら
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
が
：

9
9
9
年
に
捕
獲
し
て
ほ
ぼ
い
な

]
島
の
広
範
囲
に
分
布
し
て
い
る
よ
：
く
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
ま

,
二

今
回
の
調
査
で
は
、
シ
ャ
ー
マ
i
う
で
す
。
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
は
繁
殖
期
一
だ
根
絶
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で

ン
ト
ラ
ッ
プ
（
餌
で
誘
引
し
て
捕
i
の
カ
ン
ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
に
と
っ
：
す
。
こ
れ
も
駆
除
が
急
が
れ
ま
す
。

獲
す
る
箱
状
の
ワ
ナ
）
と
ピ
ッ
ト
一
て
天
敵
で
あ
る
た
め
駆
除
が
急
が
i
こ
れ
ま
で
不
明
の
コ
ウ
モ
リ
類

ト
ラ
ッ
プ
（
落
下
し
た
個
体
を
捕
i
れ
ま
す
。
i
に
つ
い
て
、
カ
ス
ミ
網
に
よ
る
捕

獲
す
る
鉢
状
の
ワ
ナ
）
を
設
置
し
、
i
港
近
く
の
参
道
で
は
ノ
ネ
コ
が
一
獲
と
バ
ッ
ト
デ
ィ
テ
ク
タ
ー
（
コ

食
虫
類
の
ニ
ホ
ン
ジ
ネ
ズ
ミ
の
採
·
目
撃
さ
れ
、
ま
た
山
林
で
は
ノ
ネ
一
ウ
モ
リ
が
発
す
る
超
音
波
を
可
聴

集
を
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
過
密
一
コ
に
襲
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
オ
オ
こ
首
域
に
変
換
し
て
音
声
探
査
す
る

ヽ

ｷ

'

 

船
越
公
威

I

I
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装
置
）
の
利
用
に
よ
っ
て
、
調
査
し
：
ら
、
付
近
の
建
物
の
ち
ょ
っ
と
し
一
も
の
の
、
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
は
広
い

ま
し
た
。
ま
た
、
岩
盤
の
割
れ
目
を
：
た
隙
間
を
ね
ぐ
ら
の
出
入
り
口
と
」
範
囲
で
生
息
し
て
い
て
、
島
と
島

ね
ぐ
ら
に
す
る
コ
ウ
モ
リ
類
を
探
一
し
て
利
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
i
の
間
を
移
動
し
て
い
る
で
し
ょ

す
た
め
、
港
か
ら
海
岸
線
に
沿
っ
一
す
。
夜
に
は
本
種
の
音
声
が
聞
か
う
。

た
一
部
を
踏
査
し
て
み
ま
し
た
。
：
れ
、
港
周
辺
を
飛
翔
し
て
い
ま
す
。
．
か
つ
て
、
1
9
4
4

年
5

月
に

山
の
中
腹
の
林
内
に
設
置
し
た
｛
個
体
数
は
少
な
い
よ
う
で
す
が
、
．
沖
ノ
島
で
停
泊
中
の
船
内
か
ら
オ

カ
ス
ミ
網
で
は
捕
獲
さ
れ
ず
、
コ
一
停
泊
す
る
漁
船
に
入
り
込
ん
で
い
．
ヒ
キ
コ
ウ
モ
リ
雌
1

頭
が
採
集
さ

ウ
モ
リ
の
音
声
も
聞
か
れ
な
か
っ
一
た
も
の
が
こ
の
島
に
移
り
住
ん
だ
：
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
本
種
の
日
本

た
の
で
森
林
棲
の
コ
ウ
モ
リ
類
は
一
の
で
し
ょ
う
。
こ
←
お
け
る
最
初
の
記
録
で
す
。
ま

い
な
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
岩
盤
の
i
ま
た
、
港
か
ら
沖
津
宮
へ
の
参
i
た
、

1
9
8
5

年
1
0
月
に
福
岡
市

割
れ
目
で
コ
ウ
モ
リ
を
探
し
ま
し
]
道
の
上
空
や
港
付
近
の
林
縁
の
・
西
新
の
学
校
内
で
本

た
が
、
発
見
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
：
上
空
で
少
し
大
き
め
の
コ
ウ
モ
種
の
亜
成
獣
雌
ー

リ

し
か
し
、
偶
然
に
も
港
の
水
場
近
一
リ
が
飛
翔
し
て
い
た
た
め
、
カ
モ
頭
が
発
見
さ
れ
ま

ゥ

く
で
休
息
中
の
ア
ブ
ラ
コ
ウ
モ
リ
一
ス
ミ
網
を
設
置
し
て
捕
獲
を
．
コ
し
た
。
今
回
、
海
岸

ナ

雌
1

頭
を
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
一
試
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
カ
ス
ヒ
に
沿
っ
た
岩
盤
のの

ま
し
た
。
こ
の
コ
ウ
モ
リ
は
家
屋
一
ミ
網
よ
り
高
い
と
こ
ろ
を
飛
直
割
れ
目
を
踏
査
し

大

を
ね
ぐ
ら
に
し
て
い
る
こ
と
か
i
翔
・
旋
回
し
て
い
た
た
め
捕
獲
た
際
、
宮
崎
県
の

こ
、
口
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

9

・
枇
榔
島
に
生
息
す

f
べ
し
た
。
一
方
、
録
音
で
き
た
飛
る
オ
ヒ
キ
コ
ウ
モ

翔
中
の
探
索
音
の
解
析
に
よ
っ
一
リ
の
ね
ぐ
ら
場
所
と
類

l
-]

て
音
声
を
照
合
し
た
結
果
、
周
波
[
臥
し
た
割
れ
目
が
あ
つ
た
こ
と
か

数
2
5
キ
ロ
｛
ル
前
後
を
示
す
ヒ
ナ
コ
ウ
一
ら
、
オ
ヒ
キ
コ
ウ
モ
リ
の
生
息
の

・
モ
リ
と
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
一
可
能
性
も
捨
て
き
れ
ま
せ
ん
。
今

．
ウ
モ
リ
は
、
沖
ノ
島
か
ら
南
方
へ
忍
伎
、
沖
ノ
島
北
部
の
断
崖
も
調
査

約
6
0
キ
ロ
討
離
れ
た
玄
界
島
付
近
の
：
す
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
ヒ

大
机
島
に
も
生
息
し
て
い
ま
す
。
：
ナ
コ
ウ
モ
リ
や
オ
ヒ
キ
コ
ウ
モ
リ

こ
の
島
の
海
食
洞
の
天
井
の
割
れ
｝
の
翼
は
狭
長
型
で
高
速
・
長
距
離

目
に
春
ー
秋
季
に

1

、

0
0
0

頭
i
移
動
で
き
ま
す
か
ら
、
今
後
の
調

前
後
の
出
産
・
哺
育
集
団
を
形
成
一
査
に
よ
っ
て
は
、
近
隣
の
対
馬
や

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
ね
一
壱
岐
さ
ら
に
は
韓
国
の
間
で
移
動

ぐ
ら
場
所
を
確
認
で
き
な
か
っ
た
交
流
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

晴
天
に
恵
ま
れ
残
暑

厳
し
い
九
月
十
日
、
新
築

中
の
ト
イ
レ
の
上
棟
祭

が
、
高
向
宮
司
、
施
行
中

r

ぷ
ぞ
鯰5

9
'但

盆
弘
江
組
・
中
野
順
社
一
る
ふ
ぷ
馴

長
、
設
計
を
担
当
さ
れ
た
]
窯
ぬ
ー

[
討
]
‘
]
い
＝
：
正
輝
で

ー
ま
た
既
報
の
通
り
、
ト
イ
レ
新

奉
仕
の
下
斎
行
さ
れ
、
エ

築
工
事
に
併
せ
て
の
参
道
拡
幅

事
の
進
捗
を
祝
い
、
無
事
竣
工
が

工
事
も
同
十
六
日
着
工
さ
れ
、
こ

祈
念
さ
れ
た
。
建
物
の
輪
郭
も
姿

ち
ら
も
年
内
に
は
完
了
す
る
予

を
現
し
始
め
、
十
二
月
の
竣
工
が

定
。
こ
れ
に
先
立
ち
十
四
日
に

待
ち
遠
し
い
限
り
だ
。
i

『
p
.

.

 
〗
~
•
は
、
参
道
改
修
奉
告
祭
が
施
行
業

•‘ 

.

.

 

.

.
og

r
;
6
]f9．
＂
~
者
で
あ
る
内
山
緑
地
建
設
闊
関

?
`
a
r
"

係
者
参
列
の
下
斎
行
さ
れ
、
現
在

-
.. "

 .. 

進
行
中
で
あ
る
。
こ
の
拡
幅
工
事

に
よ
り
、
秋
祭
、
正
月
参
拝
時
の

戸1
混
雑
緩
和
、
第
一
駐
車
場
か
ら
参

道
へ
の
参
拝
が
円
滑
に
な
る
事

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

新
築
ト
イ
レ
、
表
参
道
拡
幅
に

ー
よ
っ
て
、
来
年
の
正
月
参
拝
に

ヽ
り
＇
は
便
宜
が
図
ら
れ
、
第
一
鳥
居
周

｀
日
t
t
い
げ
く
違
っ
た
様
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か
れ
猛
暑
の
中
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
。

当
チ
ー
ム
は
初
戦
、
昨
年
優
勝

八
月
十
七
ー
十
九
日
、
第
三
十
]
さ
れ
、
東
京
以
西
の
六
チ
ー
ム
約
．
の
兵
庫
県
チ
ー
ム
と
対
戦
。
一
対

四
回
東
西
神
社
人
親
善
野
球
大
会
一
四

0
名
の
神
社
関
係
者
が
出
雲
一
で
迎
え
た
中
盤
、
先
発
の
竹
内

が
出
雲
大
社
の
当
番
に
よ
り
開
催
i
大
社
に
参
集
し
た
。
．
（
太
）
が
足
を
痛
め
、
急
速
大
塚
（
宗
）

＾
~
し
ー
「
巳
量
l
-
]
各
チ
ー
ム
毎
に
正
式
参
が
登
板
す
る
も
準
備
不
足
が
た
た

拝
、
そ
の
後
「
平
成
の
大
遷
；
り
一
挙
に
四
点
を
失
う
。
そ
の
ま

宮
」
で
御
修
造
中
の
御
本
殿
i
ま
最
終
回
を
迎
え
何
と
か
一
点
は

-
3

べ
這

を
特
別
に
拝
観
さ
せ
て
頂
」
返
し
た
も
の
の
、
結
果
五
対
二
で

い
た
。
一
敗
退
し
た
。

夕
刻
か
ら
は
島
根
ワ
イ
・
昼
食
後
の
順
位
決
定
戦
で
は
、

ナ
リ
ー
で
役
員
・
選
手
歓
迎
：
出
雲
・
金
刀
比
羅
チ
ー
ム
と
対
戦
、

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
場
で
．
当
チ
ー
ム
は
エ
ー
ス
神
島
崇
（
太
）

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
翌
日
の
．
が
先
発
し
、
攻
撃
に
お
い
て
も
初

対
戦
相
手
が
決
ま
っ
た

0

i
 [
凹
か
ら
集
中
打
を
見
せ
六
対
一
で

翌
十
八
日
、
浜
山
公
園
野
i
膀
利
し
今
大
会
を
終
え
た
。

球
場
で
開
会
式
が
行
わ
れ
‘
[
決
勝
戦
は
昨
年
と
同
じ
組
み
合

出
雲
ド
ー
ム
球
場
と
に
分
：
わ
せ
で
、
神
宮
チ
ー
ム
対
兵
庫
県

刃
チ
ー
ム
と
な
り
他
全
チ
ー
ム
が
見

年
『
守
る
中
、
初
回
か
ら
神
宮
チ
ー
ム

沼
｀
―
q

A
-
.. 

が
得
点
を
重
ね
大
差
で
優
勝
を
決

与
‘
・

[[~ 
.. 

]
[
9
□
~
[いい
~
[
[

デ
ロ
ビ
ー
で
直
径
約
三
メ
ー
ト
ル
の

ざ
d

宇
豆
柱
や
荒
神
谷
遺
跡
か
ら
出
土

心
f
』
し
た
銅
剣
三
五
八
本
の
展
示
に
圧

倒
さ
れ
、
古
代
出
雲
の
文
化
伝
承

に
触
れ
さ
せ
て
頂
き
本
年
の
大
会

日
程
の
全
て
を
終
え
た
。

一
東
国
い
国
区
丑
コ
噂
ば
贄

宗像大社刀剣展のこ案内
秋の深まりとともに、恒例の刀剣展の

開催が近づいてきました。
当大社が収蔵する奉納刀を中心に
鍔などの刀装具も展示します。

皆様のお越しをお待ち申し上げます。
............................................................................................. 

＂位1 平成22年10月30日（土）～ l l 月 23日（祝）

駅·』1 午前9時～午後4時30分

冒川l 宗像大社神宝館 1 階展示室

·』'ば1 ●大人 500円

●大学・高校生 300円

●中・小学生 200円

※ 15名以上は 1 名につき 100円引き

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
※なお展示替え作業のため、下記日程については、

2 階・ 3 階展示室を拝観いただく形で開館いたします。
1 階展示室は拝観できませんので、どうぞご了承下さい。

平成 22年 10月28日（木）、 29日（金）

l l 月 24日（水）、 25日（木）

一西日本菊花大会のご案内............................................................................................... 
-..'’’’',l'illl心坦．ljjjp..... / A 神郡宗像に菊の季節が

ぇ~. ~,．、、 到来しました。九州各県を

：．；霞鳳ー 中心に全国の菊花愛好家
．．キ..,,:,^ が丹精込めて作り上げた

.. 銘花約三千鉢力又境内中に

--lll』璽幽：：；二こ理の大大臣会賞竺
この他に大臣賞が十一本授与され、別名「菊作り九州ナンパーワ

ン決戦大会」とも呼ばれています。

期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで賑います。ま

た菊苗·菊鉢の販売、勅使館をこの時期限定で特別に開放「抹茶

コーナー」、豪華景品が当たる「菊みくじ』、宗像観光協会の運営

する「いっぷく茶屋Jなども開かれています。是非、御参拝下さい

ますよう御案内申し上げます。.............................................................................................. 
＂立1 平成22年 l l 月 1 日（月）～22日（月）

駅●』1 終日

冒し＇宗像大社境内

I且w』1 無料 It七B1 無料
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昭
和
十
八
年
二
月
、
堺
氏
が
ガ
一
撃
を
受
け
た
と
い
う
か
ら
、
強
運
一

島
か
ら
撤
退
し
た
の
は
「
私
の
体
]
の
持
ち
主
で
あ
る
。
~

＂
へ
い
た
ん

力
は
極
限
に
達
し
て
い
た
。
一
人
一
兵
姑
病
院
へ
四
月
二
十
四
日
に
i

歩
き
も
覚
束
な
い
状
況
で
あ
っ
た
；
八
院
。
そ
れ
か
ら
ま
も
な
く
病
院
i

時
で
あ
る
。
中
隊
長
か
ら
今
夜
軍
i
船
に
乗
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ニ
ラ
一

艦
が
迎
え
に
来
る
。
転
進
作
戦
だ
0
:
港
へ
。
マ
ニ
ラ
第
十
二
陸
軍
病
院
一

頑
張
れ
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
戦
友
に
ー
ヘ
入
院
。
こ
の
時
体
重
を
測
定
し
一

助
け
ら
れ
な
が
ら
夜
間
に
小
舟
で
ー
た
ら
、
何
と
三
十
六
キ
ロ
、
骨
と
皮
一

沖
に
待
機
し
て
い
た
駆
逐
艦
に
乗
こ
た
け
と
な
っ
て
い
た
。
九
月
に
退
一

っ
て
脱
出
。
無
事
に
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
院
、
原
隊
復
帰
。
十
一
月
十
一
日
に
一

i
し
ょ
う
な
ん
と
う

ル
島
へ
た
ど
り
着
い
た
。
i
昭
南
島
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
上
陸
、
一

直
ち
に
野
戦
病
院
へ
入
院
し
た
i
ク
ア
ラ
ル
ン
ピ
ー
ル
駐
屯
を
命
じ
一

が
、
軍
医
の
横
柄
な
態
度
に
激
怒
0

i
ら
れ
て
い
る
。

病
院
を
出
て
隊
に
戻
っ
た
ら
隊
は
i
昭
和
十
九
年
（
一
九
四
四
）
―
-
月
]

今
日
駆
逐
艦
で
転
進
と
の
こ
と
、
i
に
マ
ラ
イ
セ
ン
バ
ン
か
ら
出
港
一

ニ
ュ
ー
ブ
リ
テ
ン
島
の
ラ
バ
ウ
ル
ー
し
、
三
月
十
五
日
ー
七
月
十
七
日
一

港
に
上
陸
し
た
。
病
院
は
翌
日
爆
ー
ま
で
ビ
ル
マ
・
シ
ン
デ
ン
カ
レ
警
i

... '
,
'
ｭ

長
．

―
―
-
I
-
_
-
.
―
―
―
―
一
●
●
●
―
―
―
―
―
-
~

ゞ
Q
ネ
官
叫
土
＾
討
宕
~
ば
元
が
玖
乍
も
而
ょ
（
ぽ
も
”
へ
年
状
ネ
氏
t̂A
9
~

`
『
-
`
鋼
`
`
"
-

L

．
ー
か
？
れ
て1
.
?
5
r》9
;
n

t

2

I
t
パ
？
ょ
i
t
'
[

. 

1

ち

h
"
'て
k
,
)

そ
｀
か
＼
t
あ
ろ
う
．
r．
ィ
9

へ
土
ー
う
・
、
ダ
c
.

4
9
9
 

サ
レ
サ
ポ
ル
ヘ
＂
以
パ
上
K
E

り
介
（
こ

4
"
f
t
“

9

り

1
r

そ
ば
九
0
f

L
u

り
ハ
2
r

（
う
f

n
;
`
2

の
ウ
ー

リ
：
』
ン
上
l
t
"
介
（
＊Lt
杓
，
た
↓
”
で
り
た
a
,
t
l
l
~

"
”
凡
“
止
t
t
（
文
，
た
う
ふB
µ
t
‘
b
7

ィ
リ
，
ど
ン
1
~

方
冷
而
在
び
に
レ
イ
テ
冽
う
石
今
訂
2
S
Iて
扶
夕
し
一

け
ば
訂
げ
ど
は
ば
ば
戸
知
四
H

ラ
i

:
9
を
q
'
ぶ
文

1
1
1
"
す
品

r
l
l牧
l
i
f
嬰
ニ
ピ
i

i
名
紐
i

h
l
i
in
l

性
立
ら
か
に
収
逢
従
る
i

以
え
で
あ
’
r
t
.

＂
且
行
叫
旦
喜
刃
言
ロ
一

じ
；
＂
t
る
か

L
3

ぶ
2

も
・
ガ
＂
火
力
り
i
ヘ
ー
．
，
t

5

立

E

一
ぶ
＂r
ち
そ
＂

l

會
＂
了
？

e

．
ホ
ー
？
：
ギ
？
＾
i
酎
，
~

び
其
化
n
忍
見
メ
f

e
I
兵
い
ー
さ
；
乞
益
の
た
よ\
;
a

を
i

往

«
3
小
じ
．9
1
1
さ
“
社
に
出
て

D
方
"
4
I
r
l
l

た
人
．
“
t


ば
ぶ
？

“
b
nで
あ
9
.
3
9
n分
令
に
；
J
i
-
左
じ
―
伏
―

＂
｀
そ
の

9
t

I
l
"

庄
り
以
て
化
｀
’
名
を
．
萩
困
t
判
し
＞
条
~

.
i

1
・
9
.
r

、
’
,
.
)
.

.' 

. [
’
氏

.
i
.
'
境
．
i

~
J
”
な
！
i

ご
・

／
し
”
旬
”

.. 

中

t
'
月
．
“0-u9 

（続）
，ゞ. 
員・

·一

•• - - -9 

1 -

ヽ

250 

をのり証 たはれ食の面シ 感戦衝す空 l 隊にの 後備
決救あ言今゜置―‘糧拡 ヤ五じ局撃る軍ゲ司は撤さ各ビ
定援げそ年 去卓も大崎ン月はのとと機ン令暗収て地

ヒ畠芯デ貸 ，ど訊烹胃贋悶［よ門喜悶腐犀芸悶認靡虐と
い請t.,.、ヽ ''-弾 大の日てさを日ち島山解が十戦断
るをふ、；甘 な展薬詞芭アにいを与本伏上本読完八し閾
戦贋守島 K つ開、空がツは、t：ー‘ぇ国せ空五さ了年てに

芯械貫喜孟 ：古痘 9 贔§了 召畠雙舎：よ盆甘元苫畠
作殺かを争 あ本絶ば戦備ユ す民き戦リは、合七ガ そ
戦しらとの つ軍たれ線隊 l ともな死カブ艦日島 の
--......………………………·····················································································_...---------------------------------- -ご鴨置s●99’'rc

八万さギ祠凹 以と--,い運いるを記
軍ー゜れ二。＿私後し：贋菟命迫が大録
※ったァハ。ュが玉っ ....をカ .... ‘画画
諏ち兵ーフ ー砕意の五暗は一家ー
下力東ヵでァ l 九は見農は示これ藤に
部部約はニギ八つも面蔽しれま田も
隊第二投ユニ五づぁす争たかで嗣デ
だ十十入 l ア年＜。つの画もらの冶ッ

贔 麿g ；虐眉悶腐、
k 悶ぶ含竺孟言星嘉
東 。'-- ‘てのない'---□詈墨塁覆霞霞置冒□

：．｀れ説と兵機に訪夏二 たがにる麓 たのびは 二八人け
胃尉でた明しの石放れ東t今゜散はとに案ま海て lB ラァ—ーで

頭にて頭 置て 年 乱日 は内ま岸放日工の五Qも
蓋は展骨限さる皿且八 し本か、重のでに置本の戦名；約
骨--,示やのれグ □ に月 て兵ご爆現あはさ軍飛いで 十

見客がつら幾は日さ大残てラ 1 はの いのご撃地つ機れの行蕊あ儡万
苫は門芯悶唇需閲店昇骸悶ビギ忍[ : 9 §円立な塁言嘉閾息；百嘉
閾魯門こだど畠累いがt晶： ：五潮 語トャ残ご 閾で靡閾面三な六
のとて現てスぐにる。塁てのば戦年＾ つとン骸の えマ赤子虞ュ含几
だっ観地しがた置写物日爆現線目八 て銃グが山 らダく林 四゜て光人ま塗め力`真'--本撃地をの月 い弾ルあの れン錆に塵↓八四

い
し
い
た
だ
し
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) ' ＠
社
欺
裕
霜
＇
邸
日
メ
切

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

生
き
て
ゐ
る
も
の
の
営
み
終
戦
の
八
月
十
J
i
B

が
わ
れ
の
原
点

作
者
の
下
の
句
の
言
葉
に
は
重
み
が
あ
る
が
一
、
二
句
が
〈
わ
れ
の

-
'
9
瓢
認
□
鱈
履
疇
汀
言
麟
疇
o
f
t
者

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

く
す

海
を
向
く
烏
居
を
み
が
く
こ
と
揺
れ
て
樟
は
枝
張
る
辺
洋
宮
の
朝

潮
風
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
一
首
。
樟
の
枝
が
揺
れ
る
と
張
る

一
鱈
鱈
麟
謬
麟
鱈
冒
＜
竺
疇
疇

0て
樟

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正もじ
ず
り

道
の
辺
の
可
憐
に
咲
け
る
捩
摺
の
無
残
に
刈
ら
れ
雨
に
濡
れ
ゐ
る

刈
草
の
中
に
捩
摺
の
花
を
見
つ
け
た
作
者
の
目
が
良
い
。
可
憐
さ
、

一
這
這
員
言
：
麟
麟
這
汀
鱈
這
汀

0見

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

久
々
の
一
人
の
昼
鮪
お
土
産
の
う
ま
き
梅
に
て
荼
漬
と
な
せ
り

鬼
の
居
ぬ
間
の
な
ん
と
や
ら
で
、
気
楽
に
ひ
と
り
の
食
事
を
楽
し
む
作
者

口
が
梅
の
お
茶
潰
け
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
茶
目
っ
気
の
あ
る
楽
し
い
一
首
。

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗
ゑ
ピ
ュ
ー
ト

よ
き
材
を
推
し
て
敲
い
て
彫
り
ぬ
い
て
残
丘
の
や
う
な
歌
を
詠
み
た
し

ピ
ュ
ー
ト

歌
に
精
進
し
よ
う
と
す
る
作
者
の
熱
意
は
尊
い
が
力
が
入
り
す
ぎ
。
践
丘
を
活
か
す
た
め

口
旦
一
句
、
三
句
麟
す
ぎ
な
い
言
葉
を
。
動
詞
は
一
首
に
三
個
ま
で
と
い
う
説
も
あ
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

夏
の
朝
親
離
れ
せ
し
鶉
が
た
よ
り
な
き
声
で
庭
に
鳴
き
を
り

鴨
の
若
鳥
を
案
ず
る
や
さ
し
い
作
者
。
―
一
句
、
親
離
れ
で
は
人
の

ー
り
筐
員
二
息
筐
言
芦
t
i
`
芦

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

南
米
を
旅
人
と
共
に
旅
を
す
る
テ
レ
ビ
が
あ
れ
ば
行
け
ぬ
私
も

さ
さ
や
か
な
喜
び
を
た
い
せ
つ
に
詠
む
作
者
が
良
い
。
テ
レ
ビ
の
旅

口
番
組
な
の
で
、
旅
人
を
タ
レ
ン
ト
と
す
る
と
よ
り
解
り
や
す
く
な
る
。

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

菜
園
の
境
の
真
白
き
一
画
に
近
づ
き
ゆ
け
ば
蕎
麦
の
花
な
り

な
に
げ
な
い
菜
園
の
風
景
を
詠
ん
だ
し
ず
か
で
美
し
い
一
首
。

口
一
句
を
〈
は
ず
れ
の
白
き
〉
結
句
を
〈
蕎
麦
の
花
咲
く
〉
と
し
た
い
。

■日·撒
ほ撒こ；幅
つきとぎ叫
とすしる巾

：汀g
作ほの水星
賛ど残をヶ
結の暑ま丘
句散はき
の水驚日
ゃをく中
やしばの
にてか土佐
作よりの々
者うだ火
のやつ照雷
感くたり
慨火ク゜を彦
が照しゃ
出り h、や
てが庭鎮
ぃ鎮かめ
る。ま畑た
りにり

宗
像
市
平
井
占
部
詩
子

け
さ今
朝
秋
の
忘
れ
も
の
め
く
雲
ひ
と
つ
放
浪
の
こ
と
き
旅
恋
ふ
雲
は
秋

口
詞
疇
汀
汀
□
詞
汀
‘
臼
。
は
重
な
っ
て
い
る
の

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

あ
や
は
は

裂
織
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
文
の
背
負
籠
砒
の
旧
り
た
る
大
島
袖

ロ
女
性
な
ら
で
は
誓
衣
、
手
芸
に
か
か
わ
る
一
首
。
動
詞
が
―
つ
も
無
い
の

で
、
四
・
五
句
を
〈
砒
の
か
た
み
の
大
島
で
織
る
〉
と
す
る
と
落
ち
着
く
。

・日■l 父
か火ぉ母宗

さと喜紅
言9里災
を五帰子
並っりら東
ベtしと旭
なよた焚ケ
おョ愛子き丘
喜供た
恥たれ
腐り、虐ら
るてに、久野
o 焚きは
くや夫玲
送かと子
りに二
火焚人
のいし

した王
め迎火
ゃぇ＜

■□·新
リ舟情盆ー
l な感腐篇
出のの霊市
でかあを
ゆ渡る送
ふ船良豆

冒冒贔：島
舟な嬰歌
離の吾、の
る力：：流
喜巴れき杉
とだ［、波田
｀、嬰轄
ばで‘）船子
解倒嘉門言f!
。エ平

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

月
光
に
応
う
る
如
く
虫
あ
ま
た
初
秋
の
宵
の
楽
と
し
聞
く
も

厳
し
い
残
暑
の
中
に
も
た
し
か
に
季
節
は
移
っ
て
い
て
毎
夜
虫
の
背
が
き
こ
え
る
。
そ

口
｀
と
し
て
楽
し
む
作
者
。
三
句
〈
嗚
＜
虫
を
〉
結
句
〈
楽
と
し
て
聴
く
〉
と
し
た
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

伊
勢
路
へ
と
夫
の
追
影
を
胸
に
ひ
め
孫
を
伴
い
夜
行
バ
ス
に
て

こ
こ
ろ
は
い
つ
も
亡
く
な
っ
た
こ
主
人
と
一
緒
の
作
者
。
言
葉
の
順
序
を
変
え
、
〈
孫
を
連
れ

口
夜
行
の
バ
ス
で
伊
努
に
発
つ
夫
の
追
彩
胸
に
秘
霧
ち
〉
と
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

膿
」
[
コ
コ
言

っ
た
カ
プ
ト
ム
シ
の
卵
は
、
そ
の
後

さ
ら
に
増
え
気
付
く
と
ふ
化
し
幼
虫

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
数
、
約
六

十
匹
。
驚
く
早
さ
で
大
き
く
な
っ
て

い
ま
す
▼
全
て
羽
化
さ
せ
よ
う
と
す

る
と
膨
大
な
数
で
す
の
で
、
も
う
少

し
大
き
く
な
っ
た
ら
少
し
残
し
て
、

あ
と
は
お
宮
の
境
内
に
お
返
し
し
よ

う
と
愚
息
を
誘
っ
て
み
ま
す
▼
さ

て
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
止
ま
り
ま

せ
ん
。
一
過
性
の
も
の
か
と
思
い
き

や
、
さ
ら
に
拡
が
り
を
み
せ
大
手
出

版
社
や
行
政
ま
で
も
が
取
り
上
げ
始

め
ま
し
た
▼
恐
ら
く
全
国
津
々
浦
々

ど
こ
に
行
っ
て
も
あ
る
神
社
や
そ
の

祭
礼
、
存
在
は
知
っ
て
い
た
が
詳
し

く
知
ら
な
い
と
い
っ
た
状
況
を
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
が
触
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
ニ
ー
ズ
と
合
致
し
た
た
め
で
し

ょ
う
▼
自
ら
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
存

在
し
継
承
さ
れ
て
い
る
も
の
、
そ
の

代
表
的
な
も
の
が
神
社
や
祭
礼
で
あ

り
、
学
校
で
教
え
な
い
日
本
人
の

D

N
A

を
、
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
が
き
っ

か
け
と
な
り
目
覚
め
さ
せ
て
く
れ
る

こ
と
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
（
塚
）

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
一

暑
き
日
に
海
水
浴
や
楽
し
け
れ

、
J
io
o

覧
品
集

も
う
ど
こ
か
で
金
木
犀
が
咲
い
て
ゐ
て

湯
殿
の
窓
に
そ
の
香
た
だ
よ
ふ

•
-
]
E
-
·

幽
一

畦
に
咲
く
真
赤
き
曼
殊
沙
華
の

線
た
ど
り
て
ゆ
け
ば
彼
岸
に
着
か
ん
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